



























に基づく系線の錯綜があり、脇書も少なく記事の誤りが目立つから、歴史史料として軽視されてきた為かと 推測するのだが、室町末期の書写といふ古さは勿論、その原型の成立が鎌倉末期に遡る事 同時に『尊卑』 、更には北酒出本他の中世系図に近い部分のある事が注目されるのである。また増補の過程を示す痕跡も留め、公定原撰本も視野に入れた清和源氏系図成立について示唆 る所がある 思はれる。　
更に信濃の武士（小笠原・井上・村上・高梨）の系譜が詳しいのも















全」 「林泉文庫」と書く（一筆か） 。全十一紙（楮紙） 、紙
高竪三十三 ・ 四糎（横幅は四十～四十五糎） 、本文一筆で室町後期 写であらう。雄松堂のフイルムを見るに、虫損があり 袖紙に「此■足利■時代之書也」 （■は撚れて不能読）と書いた付箋 あつた事が分かるが（外題と一筆か） 、現在は附属してゐない。ま 伊佐早謙氏入手以前の伝来は目下、不明である。　
第一紙の端の破損の為、内題の有無は不明で、上杉博物館には他に






以外、女子は掲出せず、脇書は『尊卑』や北酒出本に比して少ない。掲載家系は、一、清和皇子を挙げ、帝順親王～多田満仲の次 、二、満仲子（頼光・頼親・源賢・頼信）で、三、頼信子（Ⅰ頼義流、Ⅱ頼清流、Ⅲその他男子）を挙げ、Ⅰは、ⅰ義家流 ⅱ義綱、ⅲ 光流でⅰは①義親流、②義国流（京 ・ 関東公方 ③為義流で ④義忠 ・ 義時 ・義高を挙げ、②は義国より尊氏までは嫡 のみを挙げ ア京（義詮より義政まで） ・イ関東公方（基 より政氏迄）を釣る。　
③は為義子（ア義朝流・イ為義諸子及び義業子）より成り、ア義朝
流は義朝諸子より成る。そのイ 清より清光を繋ぎ その子としてＡ光長・惟義親 、Ｂ信義流（ａ 盛流〔佐竹〕 、ｂ忠 流〔一条〕ｃ兼信流〔板垣〕 、ｄ有義流〔逸見〕 、ｅ信光流〔α朝信流 β信長γ信光諸子〕を挙げ、 Ｃの遠光 （ａ長清流 小笠原流〕 、 ｂ光行流〔南部〕 、 遠光諸子〕 、Ｄ清光諸子を挙げる。Ｃａ小笠原氏 、基本嫡流系図で、α長経流、β長清諸子を挙げ、αは❶ 房 、❷長実流 ❸長経諸子より成り、❶長房流は長政流、長久 に分かれる。　
次がⅡの仲宗流〔ⅰ村上・ⅱ嶋・ⅲ西腰〕で、ⅰは村上仲基の子と

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































とあるが、阿野御曹子と阿野法橋（悪禅師）を別人とし、卿君を醍醐寺僧 す 点 林泉本は誤つてゐる。これは『舞の本』の「熊坂ゑほしをり」の
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































して文安三年より康正二年の間、 「伊与守政家」 が見え、 一門として （出羽守・左馬亮・信濃守・兵部少輔）政満、井上山城 持家（享徳三年） 、井上讃岐守為信（寛正七年） 、井上安芸守満貞（応仁二年）が るが
）11
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　『源姓系図』は系線の接続、脇書に不正確な所が多いが、鎌倉時代末期に原型が成立し、室町時代中期、戦国時代の増補が分かる中世成立系図で、幾つかの新 い知見を指摘出来た。同時に他の中世系図との比較から、 『尊卑』成立以前に簡潔な原型系図が存在し、鎌倉末期には各々が相互影響も含めて多様に展開してゐた事を想定出来た。清和源氏系図集、特に『尊卑』 について示唆する所が有る貴重な系図である。注
（１） 『図書寮典籍解題
　
歴史篇』 「尊卑分脈」 、 （皆川完一氏「尊卑分
　
脈」 （ 『国史大系書目解題』下所収、平成十三年十一月）
（２） 「源義忠の暗殺と源義光」 （ 『山形県立米沢女子短期大学紀要』
四十五、平成二十一年十二月） ・ 「源為親義親実子説の成立時期について」 （ 『同』四 九、同 十五年十二月）
（３）享徳五年、尊海作。続群 類従所収。（４） 「 『渋川系図』の成立とその史料的価値について（上） 」 （ 『山形県
立米沢女子短期大学附属生活文化研究所報告』三 七、平成二十二年三月） ・ 「同（下） 」 （ 『同』三 八、同二十四年三月）
（５）①「北酒出本『源氏系図』の史料的価値について」 （ 『山形県立
米沢女子短期大学紀要』二十七、平成十二年三月） 、②「溢れ源氏考証（上） 」 （ 『米沢国語国文』二十九、同年六月） 、③「矢田判官代在名 ・ 大夫房覚明前歴」 （ 『米沢史学』 七 十三年十月） 、④「溢れ源氏考証（下） 」 （ 『米沢国語国文』三十 ・三十一、同十四年十二月） 、⑤「信濃井 氏の成立と展開」 （ 『山形県立米沢女子短期大学紀要』四十二、同十九年一月） 、⑥「溢れ源氏考証補闕」 （ 『山形県立米沢女子短期大学附属生活文化研究所報告 三 四 同年三月）⑦「 『平家物語』の佐竹氏記事について」 （ 『山形県立米沢女子短期大学紀要』 四十四、 同二十年十二月） 、 ⑧ 新田義重一族伝雑々」 （ 『同』四十七、同二十三年十二月）























四十六年六月） 、吉井弘兒氏『建武政権期の国司と守護』第二章第三節「信濃国」 ・ 同第五節「阿波国」 （平成五年八月） ・ 伊藤邦彦氏『鎌倉幕府守護の基礎的研究
　【国別考証編】 』 （平成二十二年四月）
（
11）貞宗は『市河文書』 「市河親宗軍忠状」 （ 『信濃史料』建武二年七月十三日条所引・ 『小笠原文書』 「足利尊氏下文」 『同』同年九月二十 日条所引） に 「小笠原信濃守貞宗」 とある事から、 『光明寺残篇』で一族を率ゐた「信濃入道」は父の長宗（宗長）に当てられる。
（





13） 『今清水文書』 「高梨政頼名字状」 （ 『信濃史料』天文十一年十月条所引）を見るに、同年には家督を継いでゐた事に成る。
（
14） 『高梨文書』 「高梨経頼裁定状案」 （ 信濃史料補遺』延元三年三月十八日条所引） ・ 『金沢文庫文書』 「称名寺雑掌幸円申状案」 （ 『信濃史料』正平七年七月条所引）
（
15） 『信濃史料』正平十五年十二月十二日条には高梨鈴次郎氏の系図が一部掲載され、経家と経籟を兄弟とする点、纂本「高梨」に近いが、目下未見（猶、長野県立歴史館 蔵の『高梨家譜 も参照したが異なる） 。 『高梨文書』 「高梨朝高言上状案」 に高梨薩摩守朝高 「亡父永高」 ・ 「祖父経頼 〔法名性阿〕 」 と見え 林泉本 ・ 纂本と一致する （ 『信濃史料』明徳三年三月条所引） 。
（



























19） 古典文庫による。他に毛利本 （ 『毛利家本
　















23） 『諸家系図纂』一ノ一「清和源氏系図綱要」 、浅羽本系図「足利土岐系図」 （東大史料編纂所蔵謄写本 、東大史料編纂所蔵徳大寺本
『源氏系図』 、京都大学附属図書館蔵菊亭本『系図略』が属する。別に整理考察したい。
（











27） 『信濃中世史考』 「村上 について」 ・ 「栗田氏について」 （昭和五十七年五月、初出は共に昭和四十九年）
（
28） 「鎌倉期信濃村上氏についての基礎的考察」 （ 『法政史学』
七十九、平成二十五年三月）
（
29） 『梅松論』 に見える。学習院本 （紙焼写真） ・ 京大本 （高橋貞一氏 「京大本梅松論
　
解説」 〔 『国語国文』三十三ノ八、 昭和三十九年八月〕 ） ・
天理本（小助川元太氏『行誉編『壒嚢鈔』の研究』の翻刻 を参照。
（
30） 『市河文書』 「市河経助軍忠状」 （建武三年二月二十三日） （ 『新編信濃史料叢書』 ）
（




33）海老名尚・福田豊彦氏「 『田中穰氏旧蔵典籍古文書』 「六条八幡宮造営注文」について」 （ 『国立歴史民俗博物館研究報告』四十五、平成四年十二月）
（











関係史料』 〕 ） 。そこに大江尾張三郎長広を聟とした「信濃井上石見前司入道」がゐるが、これも系図に見えない。
（












































53） 『長寛勘文』 に甲斐の八代荘内の地名 して見える （ 『群書類従』 ） 。
（
54）秋田県公文書館佐竹文庫（宗家 蔵。享禄三年 写。 『佐竹故譜』にはない。猶、同書の清和源氏独自部については別に考察したい。
（
55） 秋山敬氏 『甲斐源氏の勃興と展開』 第二編第四章 「小笠原氏の興隆」
（初出平成三年）
（
56）熊谷知美氏「小笠原氏と北条 」 （ 『信濃 四十三ノ九、平成三年九月） ・鈴木由美氏「御家人・得宗被官としての小笠原氏―鎌倉後期長忠系小笠原氏を題材に―」 （ 『信濃』六十四ノ十二、平成二十四年十二月）
（
57）井原今朝男氏「小笠原遠光・長清一門による将軍家菩提供養」
（花岡康隆氏編『信濃小笠原氏』所収。初出は平成二十年） ・花岡康隆氏①「鎌倉後期小笠原氏一門の動向について―信濃守護系小笠原氏と藤崎氏を中心に―」 （ 『信濃』六十二ノ八 平成二十二年八月） 、同 ② 期小笠原氏の在京活動に 」 （ 『法政史論』三十九、平成二十四年） 、同氏③「南北朝・室町前期信濃守護小笠原氏の人的基盤についての基礎的考察」 （ 『法政大学大学院紀要』
六十六、平成二十三年三月）
（




















64）鈴木由美氏は『建治三年記』十二月十九日条・ 『吾妻鏡』正嘉二年正月十一日条に見える「小笠原彦次郎（ 氏） 」を信濃守護家の彦次郎長氏に充て、既に得宗被官であり、その為、惣領の地位に就いたとする（ 「御家人・得宗被官としての小笠原氏―鎌倉後期長忠系小笠原氏を題材に―」 （ 『信濃』六十四ノ十二、平成二十四年十二月） 。
（














67） 『武田源氏一統系図』の成立は近世初期である（西川広平氏「武田氏系図の成立」 『中世武家系図の史料論下』所収） 。前掲の『小笠原三家系図』 「京小笠原」の下限は近世初期。
（
68）その内、 長広清氏親子は『渋川系図』に見えた（注（４）論文） 。仮名「弥六」清氏を三郎長広の子とする点、 寧ろ「小笠原又 」 （ 『佐藤文書』 「佐藤元清軍忠状案」 〔観応三年正月、 『信濃史料』同二年十二月十日条所引〕 ）の如き六 系 仮名を持つ人物が相応しく、疑問なしとしない。 『渋川』が京小笠原氏の系譜を取り込んだものであらう。
（





71） 「船越定春軍忠状写」 （文和二年十月、 『南北朝遺文
　
中国四国編』 ） 、
『太平記』巻八「摩耶合戦事」 。巻十七「山門牒送南都事」巻二十二「義助予州下向」にも見える。
（
72） 『日本歴史地名大系
　
三十七
　
徳島県の地名』
（
73）上巻第一編第十一章「荘園」 （昭和四十七年）
〔補記〕脱稿後、飯島紘氏御所蔵の室町時代写の『片切系図』の拝見
を御許し頂いた。本稿と関はる記事が多いが、別稿を期したい。

